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令和 8 年度 公益社団法人新潟県看護協会 上越支部 

通常集会プログラム 
 

 

13：30   開会 

      支部長挨拶 

      来賓祝辞 

      議長団選出 

   議事 

Ⅰ報告事項 

1) 令和 7 年度 支部活動報告  

職能・委員会報告 

  2) 令和 7 年度 決算報告 

Ⅱ議決事項 

第 1 号議案 令和 8 年度 支部活動計画(案) 

第 2 号議案 令和 8 年度 予算(案) 

第 3 号議案 支部運営規約の改正(案) 

第 4 号議案 支部役員等の改選(案) ㏋掲載省略 

議長団解任 

      旧役員挨拶 

      新役員挨拶    

      閉会 
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《令和 7 年度支部活動報告》 

 
 

 
支部長：新井 啓子     会員数：1543 人（R7.12.31 現在） 

項目 実施日( / ) 会場・内容・参加人数（人） 

1．集会 

 

6/28 会場：上越市市民プラザ 

参加人数：64 人 

決議事項：令和 6 年度事業報告及び収支決算 

     令和 7 年度事業計画及び収支予算 

     運営規約の改正（看護師職能委員 5 名→6 名へ） 

     支部役員の選任 

報告事項：委員会活動報告 

2．諸会議 

1）支部役員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）委員会 

保健師職能 

助産師職能 

看護師職能 

広報 

推薦 

 

  5 回 

   

 

 

 

 

 

 

   

   

  2 回 

  4 回 

  5 回 

  1 回 

  3 回 

 

会場：上越市市民プラザ 

新役員と旧役員の引継ぎ 

新潟県看護協会理事会報告 

新潟県看護協会支部長会議報告 

令和 7 年度 新潟県看護協会重点目標・重点事業について 

新潟県看護協会支部役員の役割について 

支部会計担当者研修会の報告 

令和 7 年度 職能研修会準備と実施後の振り返り 

令和 8 年度 支部活動計画の検討 予算案の検討 記念講演の検討 

 

保健師職能研修会の企画・運営検討、次年度活動計画の検討 

助産師職能研修会の企画・運営検討、次年度活動計画の検討 

看護師職能研修会の企画・運営検討、次年度活動計画の検討 

支部だより第 10 号「かがやき」発行企画 

令和 8 年度役員推薦 

 

⒊地域活動事

業等 

 

 

1 回 

2 回 

1 回 

4 回 

3 回 

1 回 

1 回 

1 回 

上越人生の最終段階における医療・ケア協議会 

上越人生の最終段階における医療・ケア実行委員会 

上越人生の最終段階における医療・ケア協議会主催の ACP 研修 

上越地域医療構想調整会議 

上越総合病院地域医療支援病院運営委員会 

県立中央病院地域医療支援病院運営委員会 

上越市『連続テレビ小説「風、薫る」』活用推進協議会 

上越糸魚川地域医療連絡協議会 

 

上越支部 



- 3 - 
 

⒋会員拡大活動 

 

 支部だより第 10 号「かがやき」発行（協会ホームページへの掲載） 

新潟県立看護大学 卒業・入学式の祝電 

上越看護専門学校 卒業・入学式の祝電 

 

⒌その他  

 

県看護協会「看護師による出前研修」研修会出席 

医療法人社団 尽誠会 介護老人保健施設至誠会（糸魚川市）9 月 

医療法人 高田西城会 高田西城病院（上越市）10 月 

にいがた看護フェスタ in 上越 

⒍研修事業等 

テーマ 

「誰のための

身体的拘束で

すか」 

～より良いケ

アってなんだ

ろう～ 

 

日 時 
令和 7 年 6 月 28 日（土） 

14：45～15：45 
会 場 

 

上越市市民プラザ 

参加者数 総数 72 人（うち非会員 0 人） 受講料 無料 

講 師 
総合リハビリテーションセンターみどり病院  

認知症看護認定看護師    志賀 木綿子 先生 

ねらい 

令和 6 年度の診療報酬改定に伴い強化された身体拘束最小化への取

り組みについて理解し、拘束三原則に基づいたアセスメント・認知

症をもつ患者に関心をもつことを通して患者の尊厳を尊重したケア

につなげる。 

テーマ 

「上越地域自

治体保健師お

仕事ガイダン

ス」 

 

日 時 
令和 7 年 8 月 23 日（土） 

9：30～11：30 
会 場 

 

上越市市民プラザ 

参加者数 総数 4 人（会員・非会員不明） 受講料 無料 

講 師 
上越地域自治体保健師 5 名 

（新潟県・上越市・妙高市・糸魚川市） 

ねらい 
看護学生等が上越地域自治体の保健師の仕事について理解し、上越

地域の自治体を就職先の一つとして考える機会とする。 

テーマ 

「上越地域人

生会議サポー

ター研修」 

 

日 時 
令和 7 年 11 月 11 日（金） 

13：30～16：30 
会 場 

 

上越市市民プラザ 

参加者数 総数 35 人（うち非会員  0 人） 受講料 無料 

講 師 

上越地域人生の最終段階における医療・ケア協議会実行委員 

厚生連上越総合病院   病院長   篭島 充  先生 

新潟薬科大学 看護学部 准教授   酒井 禎子 先生 

新潟県立中央病院  副看護師長   石野 清華 先生 

ねらい 

厚生労働省の「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセス

に関するガイドライン」を理解し、地域・医療機関・社会福祉施設

等での日頃の業務において人生会議を実践するとともに、普及・啓

発を図る「上越地域人生会議サポーター」を養成する。 
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テーマ 

「助産師、保

健師情報交換

会」 

日 時 
令和 8 年 3 月 12 日（木） 

  9：30～11：00 
会 場 

 

上越市市民プラザ 

参加者数 総数 18 人（会員・非会員不明） 受講料 無料 

講 師 
なし 

ねらい 

上越地域の病院・クリニック、地域母子保健担当の保健師、上越助

産師会の開業助産師を対象に情報交換を実施し、それぞれの立場か

ら見た現在の取り組み状況や課題等を共有し、今後の連携や上越地

域全体の母子支援体制の向上に繋げることができる。 
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職能・委員会活動報告 
 
 
保健師職能委員会 
委員長   小林 春恵 

副委員長  古川 歩 

委員    飛彈野 郁 

       富永 亜寿美 

委員会開催 ２回 

令和７年 ６月２８日  新旧役員引継ぎ 令和 7年度職能活動について 

 ８月 ８日  上越地域自治体保健師のお仕事ガイダンスの企画 

       ８月２３日  上越地域自治体保健師のお仕事ガイダンス開催 

 

助産師職能委員会 
委員長   平野 加奈子 

副委員長  安仲 ひかる 

委員会開催 ４回 

令和７年 ６月２８日  新旧役員引継ぎ 令和７年度職能活動について 

       ８月 ８日  助産師職能研修会内容検討 

１０月 ９日  助産師職能研修会企画・運営の検討 

令和８年 ２月２０日  同上 

       ３月１２日  助産師職能研修会開催 

 

看護師職能委員会 
委員長   横山 知美 

副委員長  高橋 恵美 

委員    岡田 俊也    

笹口 由布子 

柴山 理恵 

委員会開催 ５回 

令和７年 ６月２８日  新旧役員引継ぎ 令和 7年度活動計画について 

８月 ８日  看護師職能研修会企画・運営の検討 

１０月 ９日  同上 

１１月１１日  看護師職能研修会開催 

令和８年 ２月２０日  看護師職能研修の振り返りと次年度の課題について 

       ４月１７日  令和８年度活動計画と引継ぎ 

 

広報委員会 
委員長   伊藤 ゆき 

副委員長  丸田 由美（令和８年３月まで） 

       相澤 達也（令和８年４月より） 

委員    相浦 弘子 

      二ノ倉 遥（令和８年４月より） 

委員会開催 １回 

  令和７年 ６月２８日  新旧役員引継ぎ 令和７年度活動計画について 

              上越支部だより第１０号「かがやき」内容検討・原稿依頼 
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活動内容 

令和８年 １月 ６日  上越支部だより「かがやき」原稿確認、印刷会社との打ち合

わせ（レイアウト・データ作成依頼、発行案内文書作成） 

      １月２８日  上越支部だより「かがやき」校正確認、発行案内文章印刷 

       ２月２０日  上越支部だより「かがやき」発行 新潟県看護協会 HP 掲載 

       ２月２０日  上越支部だより「かがやき」発行案内文章発送 

              クリニック、施設、個人会員様宛 ハガキにて発送１７６通 

              行政や学校関係に封書にて発送７通 

病院にメールにて発送１０か所 

  令和８年 ３月１６日  令和 8 年度通常集会記念講演ポスターについて印刷会社と

の打ち合わせ 

       ４月１３日  同上 

 総括 

  上越支部だより第１０号「かがやき」を発行。保健師職能委員会、看護師職能委員

会の活動内容を報告し、新潟県立看護大学での取り組みを紹介した。今までポスター

形式による広報誌発行であったが、今年度は新潟県看護協会ホームページへの掲載に

発行方法を変更した。他の支部ではすでにホームページを活用しており、上越支部だ

けでなく県内各支部の活動についても興味を持ってもらえることを期待する。 

 

推薦委員会 
委員長   渡辺 瑞穂 

副委員長  谷口 朋子 

委員    古川 歩  

安仲 ひかる   

委員会開催 ３回 

  令和７年 ６月２８日  新旧役員引継ぎ 令和７年度活動計画について 

       ８月 ８日  令和８年度役員選出検討  

      １０月 ９日  同上 

活動内容 

      １１月１０日  次年度役員選出施設に依頼文発送 

令和８年 １月 ～３月   次年度役員決定、令和 8年度上越支部役員（案）作成 

 総括 

  次年度交代になる役員については、支部長の選出方法が輪番制になったため役員施設

表を参考にしながら検討、選出した。広報委員について、集会承認後令和９年度から２人

体制になるため調整を行った。 
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令和７年度通常集会 記念講演会 評価     

研修名 「誰のための身体拘束ですか」～より良いケアってなんだろう～ 

領 域 

 

上越支部研修 

 

会場 上越市民プラザ 

第 1会議室 

 

受講料 会 員：なし 

非会員：なし 

対 象 

 

３職能全会員 

募集数(100 人)参加数(72 人)会員数(72 人)非会員数( 0 人) 

日 時 

 
令和  7 年 6 月 28 日（ 土曜日）  14：45 ～15：45 

ねらい（目標） 令和６年度の診療報酬改定に伴い強化された身体拘束最小化への取り組みについ

て理解し、身体拘束３原則に基づいたアセスメント・認知症のある患者に関心を

もつことを通して患者の尊厳を尊重したケアにつなげる。 

講 師 志賀 木綿子 先生   総合リハビリテーションセンター みどり病院   

認知症看護認定看護師 

 

 

内容・方法 

 

 

講師による講義 

・令和６年度診療報酬改定 身体的拘束最小化への取り組みの強化について 

・よりよいケアって何でしょう 誰のための身体拘束ですか 

・代替え案についての紹介 

 

 

 

 

結果・評価 

(受講者の意見感

想) 

 

 

研修後のアンケート報告 回収５３名 回収率７４％ 

参考にならない・あまり参考にならない ０名 

参考になった １８名 とても参考になった ３５名 

受講者からは、「身体拘束についての考えや意思をしっかりと持つことが大切だと

思った」「今一度、現場の対応を知りみんなで検討していく必要があると感じ

た。」という感想や「誰のためと考えると、職員優先で考えている風土がまだあ

る。まずは、患者優先である風土づくりをする。」など具体的な取り組みを挙げた

方もいた。また、「自施設でやっていることが妥当かどうか確認でき、今後の改善

に向けて参考になる具体的な内容が入っていた。」や「患者の尊厳を考える、患者

に関心を向ける、信頼関係を作るなど現在考えたいテーマで参考になった。」とい

う意見があった。 

企画の評価 

・アンケート結果や受講者の感想や意見から目標は概ね達成できたと思われる。 

・テーマが患者の安全確保と人権尊重という誰もが経験する倫理的ジレンマを感

じさせるものであったので非常に興味深く受講率にも影響したと思われる。 

・研修内容はテーマに沿っていた。 

・時間配分も妥当であった。 

課 題 

 

・受講者が興味をもって参加できるような魅力的な研修内容を今後も検討してい

く。 

・実務的内容以外からも幅広くテーマを考えていく。 

 

担当者 ◎新井啓子、佐藤由貴子 
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保健師職能研修会 評価           

研修名 上越地域自治体保健師お仕事ガイダンス 

領 域 上越支部保健師職能

研修 

会場 上越市市民プラザ 受講料 無料 

対 象 

 

看護学生又は保健師免許保有者で自治体保健師としての就職を考えている方 

募集数(40 人)応募数( 5 人)参加数( 4 人)会員数(不明)非会員数(不明) 

日 時 令和 ７年８月 23日（土曜日） 9：30～11：30 

ねらい（目標）  看護学生等が上越地域自治体の保健師の仕事について理解し、上越地域の自治体

を就職先の一つとして考える機会とする。 

講 師 上越地域振興局健康福祉環境部、糸魚川地域振興局健康福祉部、上越市、妙高

市、糸魚川市の各自治体保健師 

 

内容・方法 

 

・各自治体保健師の仕事内容や特徴をそれぞれ 15分ずつ、全体プレゼンテーショ

ンとして実施。その後、参加者が各自治体ブースを回り、若手保健師とベテラン

保健師が参加者の質問に回答。 

 

 

 

 

結果・評価 

(受講者の意見感

想) 

 

 

・実施後の参加者アンケートでは、回答者全員が満足・やや満足と回答してお

り、その理由としては「それぞれの自治体の魅力と仕事内容、やりがいについ

て詳しく知ることができ良かった。」「各自治体の就職情報や実際に働いている

人の職場環境が分かった。」などの意見が聞かれた。また、将来保健師の就職を

考えているかとの問いに全員が「考えている」と回答しており、将来を見据え

就職先の 1つとして考える機会になったと思われる。 

・実施後の従事者アンケートでは、「参加人数が少なかった。」「インターンシップ

を実施する自治体もあり、インターンシップ前にこの事業があると良いのでは

ないか」「看護大を会場として実施したら参加者が増えるのではないか」等の意

見があった。また「参加者がプレゼンを聞いて何を感じ、興味を持ったのかを

知ることができ参考になった。」「全員の参加者が各自治体のブースを回れて PR

出来てよかった」等の声が聞かれている。 

 

企画の評価 

・参加した看護学生等は自治体保健師の仕事内容や特徴を理解し、上越地域の自

治体を就職先の 1つとしてイメージができたと思われる。 

・全体プレゼンテーションと質問コーナーを組み合わせたことで各自治体の全体

像の理解と参加者が個別に質問したいことが質問できたようで満足度は高かっ

た。 

・参加者数が少なかったため、実施時期や会場、周知方法について検討が必要と

思われる。 

・事前準備や当日の運営については、各自治体と共催で実施したため、各自治体

職員と保健師職能と協力して実施できたので良かった。 

 

課 題 参加者数が増えるような時期や会場設定、周知方法について検討が必要。 

担当者 ◎小林春恵、古川歩、飛騨野郁、富永亜寿美 
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助産師職能研修会 評価        

研修名 上越支部助産師職能委員会情報交換会 

領 域 

 

上越支部助産師職研

修 

 

会場 上越市民プラ

ザ 

受講料 会 員：無料 

非会員：無料 

対 象 

 

上越支部の産科病院・クリニックで勤務する助産師 

地域保健担当の保健師、上越助産師会所属の開業助産師 

募集数(  人)応募数( 19人)参加数( 17 人)会員数( 17人)非会員数(    人) 

日 時 令和 8年 3 月 12日（ 木曜日）   9：30～ 11：30 

ねらい（目標） 1.上越地区の各施設の母児ケアの現状、今後の課題を共有する 

2.上記内容より今後の地域連携の方法に関して考え、母児ケアの発展につなげる 

講 師 なし 

 

内容・方法 

・各施設の現状、課題に関して情報交換を行う 

・上記内容に対して質疑応答を行い、各施設間での今後の課題を抽出していく 

 

 

 

 

結果・評価 

(受講者の意見感

想) 

 

 

情報会終了後に自由記載アンケートを配布し、今回の交流会の意図が達成された

か、参加者の満足度が得られたかを評価を行った。 

アンケート内容より、今後の継続した交流会実施の必要性が感じられた。各担当

が書面のやり取りでなく、顔を合わせての情報交換を行う重要性を感じた。 

また、今後の上越支部助産師職能委員会の研修会内容の参考とすることができ

た。一つの施設のみでは母児ケアの継続は難しく、地域と連携した支援が必要で

あり、連携方法に関して検討が必要であると感じた。上越市内の産後ケア事業の

内容の菲薄さを感じ、今後の充実につなげることが課題として挙げられる。産後

メンタルヘルスの必要性も挙げられ、医師、心理士も含めた検討を今後行うこと

が必要である。 

企画の評価 

情報交換の内容は有意義であり、今後の地域連携へ生かすことができると考え

る。参加者の満足度も高く、助産師のモチベーションアップにつながった。 

時間配分も妥当であり、内容の濃い検討ができた。 

事前準備として、クリニックからの参加（非会員の方）を積極的に勧誘できなか

ったことが不足事項として挙げられる。 

課 題 

 

1.定期的な情報交換会の企画、運営 

2.クリニックからの参加のよびかけ、交流方法 

担当者 ◎平野加奈子 安仲ひかる 
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看護師職能研修会 評価           

研修名 上越地域人生会議サポーター研修 

領 域 

 

上越支部看護師職能

研修 

会場 上越市市民プ

ラザ 

受講料 会 員：無料 

非会員：取り決めなし 

対 象 

 

看護協会協会員 

募集数(40 人)応募数(34 人)参加数(35 人)会員数(35 人)非会員数(0 人) 

日 時 令和７年 11 月 11 日（金曜日）13：30～16：30 

ねらい（目標） 厚生労働省の「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイ

ドライン」を理解し、地域・医療機関・社会福祉施設等での日頃の業務において

人生会議を実践するとともに、普及・啓発を図る上越地域人生会議サポーターを

養成する。 

講 師 上越地域人生の最終段階における医療・ケア協議会 

篭島 充 氏  上越総合病院病院長   

酒井 禎子 氏 新潟薬科大学准教授  

石野 清華 氏  新潟県立中央病院副看護師長 

 

 

内容・方法 

 

 

１ 事業概要・目的について  

２ ACP「アドバンスケアプランニング」の理解 

３ もしバナゲーム  

４ 上越地域の人生会議啓発媒体 

５ ロールプレイ  

６ グループワーク 

７ 受講証の発行 

 

結果・評価 

(受講者の意見感

想) 

「人生会議サポーター研修」を開催した。Google を利用した申し込みと研修後の

アンケートの回答方法を昨年度から導入し、今年度も実施。回答率 86％(30/35)に

て評価した。研修の内容についての評価は「とても参考になった」「参考になっ

た」をあわせると１００％の回答を得ることができ、協会員の関心の高さを感じ

ることができた。しかし、この研修の学びを勤務先、所属先で取り組みをしてい

るか、今後活動できるかの問いには、「取り組みをしていない」の回答が４０％、

「今後活動を実践できるか」の問いで「わからない」の回答が 20％であった。 

企画の評価 

3 年目の研修。超高齢化社会の現状から人生の終末期をどのように送るのかの意思

表示をしていくことの重要性と、医療者の役割についての意識が高くなってきて

いることが研修参加者のアンケートから読み解くことができる。研修受講者から

の働きかけで医療に対する意識に「本人の意思決定」がさらに重要となることの

一助になればいいと思う。 

課 題 

 

Google を活用した運営は役員の負担軽減にとてもよい反面、申し込み者が方法を

熟知していないと受付されない事態や、受講の可否を把握できないなどのトラブ

ルがおきてしまう。注意点をしっかり告知する必要がある。その方法を今後検討

いていく。非会員の参加可否の検討も必要である。 

担当者 ◎横山知美 岡田俊也 高橋恵美 笹口由布子 柴山理恵 
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令和 8 年度支部活動計画（案） 

 
 
                           

令和 8 年度 上越支部重点目標 
1．超少子高齢化にともなう医療ニーズの変化に対応できる看護職を育成する 

2．地域の人々の健康と療養を支える看護活動を推進する 

                   
支部長：新井 啓子        会員数：1547 名（R8.2.28 現在）      

項目 
実施日

( / ) 
会場 内容 

1．集会 

 

 

（7/4） 新潟県立看

護大学 

報告事項： 

令和 7 年度事業報告及び収支決算 

決議事項： 

令和 8 年度事業計画及び収支予算 

支部運営規約の改正 

支部組織及び役員の選任 

第 1 回役員会：新役員と旧役員の引継ぎ 

2．諸会議 

 1）支部役員会 

 

 

 

 

 

 2）委員会 

保健師職能 

助産師職能 

看護健師職能 

広報 

推薦 

 

 

 5 回 

  

 

 

 

 

  

 2 回 

 5 回 

6 回 

2 回 

3 回 

 

 

 

 

 

 

 

上越市 

市民プラザ 

 

新潟県看護協会理事会報告 

新潟県看護協会支部長会議報告 

新潟県看護協会支部役員の役割について 

令和 8 年度 研修会準備と実施後の振り返り 

令和 9 年度 支部活動計画の検討  

予算案の検討 記念講演の検討 

 

研修会企画・運営検討、次年度活動計画の検討 

研修会企画・運営検討、次年度活動計画の検討 

研修会企画・運営検討、次年度活動計画の検討 

支部だより第 11 号「かがやき」発行企画 

令和 9 年度役員推薦作業 

上越支部 
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3．研修事業等 

 １）集会 

  記念講演 

 

 

 

 ２）研修会等 

 

 

 

7 月 4 日 

 

 

 

 

未定 

 

未定 

 

 未定 

 

新潟県立看

護大学 

 

 

 

未定 

 

市民プラザ 

 

市民プラザ 

 

「看護のパイオニア 

      大関 和から学ぶ生き方」 

歴史社会学者、作家、博士 

『明治のナイチンゲール大関和物語』著者 

             田中 ひかる氏 

保健師職能委員会企画 

上越地域自治体保健師のお仕事ガイダンス 

助産師職能委員会企画 

  助産師・保健師情報交換会 

看護師職能委員会企画 

上越地域人生会議サポーター研修 

4．地域活動事業等 

  

 

 

  ・上越地域医療構想調整会議 

・上越地域人生の最終段階における医療・ケア 

協議会 

・上越地域人生の最終段階における医療・ケア 

協議会 実行委員会 

・上越地域人生の最終段階における医療・ケア 

協議会主催の ACP 研修 

・県立中央病院地域医療支援病院運営委員会 

・上越糸魚川地域医療連絡協議会 

・上越地域医療対策協議会 

5．会員拡大活動 

 

 

 

  ・支部だより第１１号「かがやき」の発行 

（協会ホームページへの掲載） 

・新潟県立看護大学 卒業・入学式の祝電 

・上越看護専門学校 卒業・入学式の祝電 

・各施設長から未加入者への入会への働きかけ 

6．その他 

  

  ・「看護師による出前研修」研修会 

（新潟県看護協会依頼による） 
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の
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。
 

(
1
)
 
支
部
長
 
 
 
 
 
 
 
 
１
名
 

(
2
)
 
副
支
部
長
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
１
名
以
上
 

(
3
)
 
会
計
担
当
者
 
 
 
 
  
 
 
２
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新潟県看護協会上越支部運営規約 
 
 公益社団法人新潟県看護協会（以下「県協会」という）が定款に規定する事業目的を実現する

ため、地域に設置する組織の構成および運営について必要な事項を定める。 
 
 （名称） 
第1条  組織の名称は、公益社団法人新潟県看護協会上越支部（以下支部という）という。 

 
 （組織） 
第2条  上越地域に勤務または住所を有する県協会の会員をもって組織する。 

 
 （目的） 
第3条  県協会との連携のもとに、職業倫理の向上を図り、看護に関する専門的教育研修なら

びに学術の研究に努めることにより、地域住民の健康と福祉の増進に寄与することを目

的とする。 
 

 （事務所） 
第4条  事務所は支部長が所在する施設または住所に置く。 

 
 （会員管理） 
第5条  会員の管理は、県協会の資料により作成される会員名簿により行う。 

2 会員名簿は常時事務所に備え置かなければならない。 
3  会員名簿により取得された情報は事務所で管理し、会員管理のため利用する以外使用し

てはならない。併せて個人情報保護法および県協会関係規定を遵守し管理しなければな

らない。 
 

 （資産） 
第6条  資産は、支部会費、支部活動費、その他の収入をもって構成する。 
  2 資産の管理は支部長が行う。 
  3 資産のうち現金は金融機関を利用して行う。現金を除く資産の管理方法は集会の承認を

得て別に定める。 
 
 （支部会費） 
第7条  県協会から配賦される金額をもって支部会費とする。 

 
 （支部活動費） 
第8条  支部における事業活動の資産とするため、会員から支部活動費を徴収することができ

る。 
   2 徴収金額は支部活動に必要とする金額を限度として、集会で決議する。 
 
 （事業年度） 
第9条  事業年度は毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終了する。 

 
 （活動） 
第10条  本運営規約および県協会定款に定める目的を実現するために、支部において事業を執

行し、歳入歳出を経理する。 
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 （事業計画・予算および決算） 
第11条  事業計画および予算は支部長が作成し、県協会の承認を得なければならない。 

2  予算は支部が執行し、その予算は支部資料により県協会に依頼する。 
 （集会） 
第12条  会員で構成する集会を開催する。 
     2 集会は通常集会と臨時集会とし、開催時期は別に定める。 

3  集会における決議事項および報告事項は次のとおりとする。 
(1) 決議事項 

ア 支部組織および役員の選任 
イ 支部活動費 
ウ 支部運営規約の改正 
エ 集会において発議され動議として成立した事項 
オ その集会において承認が必要と認められる事項 

(2) 報告事項 
ア 事業計画 
イ 決算 
ウ 事業活動 
エ その他集会において報告が必要と認められる事項 

 
 （集会の召集） 
第13条  支部長は毎年 1 回通常集会を招集するほか、必要に応じ臨時集会を招集する。 
   2 集会を招集する場合は、集会の日時、場所および目的たる事項を記載した書面をもって

少なくとも 10 日前までに会員に通知しなければならない。 
 
 （集会の定足数および決議） 
第14条  集会は、会員の 1／2 以上の出席（委任状を含む）をもって成立し、過半数の同意で議

事を決する。可否同数の場合は、議長が決するところによる。 
 
 （集会の議長） 
第15条  議長は集会に出席した会員の中から選出する。 
 
 （集会の議事録） 
第16条  集会の議事については、県協会の定款の規定に準じた議事録を作成するものとする。 
 
 （役員） 
第17条  支部に以下の役員を置くものとし、会員の中から選出する。 

(1) 支部長       1 名 
(2) 副支部長      1 名以上 

      (3) 会計担当者     2 名 
   (4) 書記        1 名 
   (5) 職能委員会責任者 

保健師・助産師・看護師職能委員会において各委員長 1 名、副委員長 1 名 
      (6) 広報委員会責任者  委員長 1 名、副委員長 1 名 
   (7) 推薦委員会責任者  委員長 1 名、副委員長 1 名 
 
   2 各委員会の人員数 
    保健師職能   4 名        広 報   4 名 
    助産師職能   2 名        推 薦   4 名 
    看護師職能   6 名 
   3 会議、委員会の組織運営は支部において別に定める。 
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 （役員の職務） 
第18条  支部長は支部を代表し業務を統理する。 
   2  副支部長は支部長を補佐し支部長に事故あるとき、または支部長が欠けたときは支部長

の職務を代理し、またはその職務を執行する。 
   3 会計責任者は支部長を補佐し、会計に関する業務を分掌する。 

4 書記は支部長を補佐し、書記に関する業務を分掌する。 
5 職能責任者は支部長を補佐し、それぞれ職能に関する業務を分掌する。 
6 委員会責任者は支部長を補佐し、それぞれの委員会に関する業務を分掌する。 

 
 （役員の任期） 
第19条  役員の任期は、選任された通常集会終了の翌日からその翌々年に開催される県協会通

常総会の日までとする。ただし、職能責任者としての任期は 1 年とする。 
   2 やむを得ず任期途中で役員を辞任する場合は、同じ施設より速やかに後任者を選出し、

役員会または通常集会で承認を得る。 
3  役員の辞任、任期満了による場合、後任者が就任するまでの期間は、なお従前の役員が

その職務を行う。 
   4 任期終了後の再選は妨げない。ただし同一役職に就任する場合は 6 年を超えることはで

きない。 
 
 （費用弁償） 
第20条  役員および会員が業務に従事した場合は、日当および旅費を県協会費規程に基づき支

給するものとする。 
(1) 日当 
 ア 半日 （3 時間未満）     1,000 円 

    イ 一日 （半日以外）      1,500 円 
(2) 旅費 

    原則として公共交通機関利用による旅費の実費 
(3) 通信費 
 業務のため、個人の負担で電話を利用した場合は実費を支給する。実費の額が不明

の場合は１回当たり１００円とする。 
   

     2 第 1 項以外に費用弁償を行おうとする場合は、上記旅費規程に基づき支給することと

し、予め支部長の承認を得なければならない。 
 
 （規約の変更） 
第21条  この規定の制定および変更は、集会において決議を得た後、県協会の承認を得なけれ

ばならない。 
 
 
 

 
 

平成 24 年 4 月 1 日  作成 
平成 26 年 4 月 1 日  改正 
平成 29 年 3 月 18 日  改正 
平成 31 年 4 月 1 日  改正 
令和  3 年 6 月 26 日  改正 
令和 4 年 6 月 25 日   改正 
令和 5 年 6 月 24 日   改正 
令和 7 年 6 月 28 日   改正 


